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平成 29 年４月〜 岡山県内小学校協力校の募集と依頼（３校の協力校の決定） 
平成 29 年５月〜２月 協力校における「歌う活動」の依頼と推進 
平成 29 年７月〜８月 「小学校の思い出の歌」調査実施 
（協力校３校の４年生〜６年生にアンケート調査を実施） 
平成 30 年１月 20 日 プレコンサート（岡山市立三勲小学校）の実施 










































































順位 子ども（回答数） 順位 保護者等（回答数） 
1 前前前世 14 1 つばさをください 16 
2 校歌 11 2 校歌
ふるさと（唱歌） 
5 




























順位 子ども（回答数） 順位 保護者等（回答数） 
1 ビリーブ 41 1 つばさをください 38 
2 ひまわりの約束 28 2 校歌 15 
3 夏色 18 3 グリーングリーン 11 
4 ぼくらの世界 16 4 ふるさと（唱歌） 9 
5 風のメロディー 12 5 大きな古時計 8 



























順位 子ども（回答数） 順位 保護者等（回答数） 
1 校歌 26 1 つばさをください 57 
2 負けないで 20 2 グリーングリーン 22 




14 4 気球に乗ってどこまでも 15 
















 11 たんぽぽ 9























































日  時：平成 30 年３月 17 日土曜日 13:30 開場，14:00 開演 
場  所：岡山大学創立 50 周年記念館ホール 
募集方法：協力校および近隣の小学校へのチラシの配付，岡山市内小学校全校への案内， 
     コンサート会場でのチラシの配付，図書館・公民館等へのチラシの配付等に 
     て，先着申し込み順に無料招待（メールおよび FAX で受付）とした。 











































































・  小学校名，性別，学年 
・  誰と一緒に来ましたか？ 
   （お母さん，お父さん，おじいさん，おばあさん，先生，その他） 
・  音楽会はいかがでしたか？ 
（とてもたのしかった，たのしかった，あまりたのしくなかった，つまらなかった） 
・  各部門について 
第１部：（とてもたのしかった，たのしかった，あまりたのしくなかった，つまらなかった） 
第２部：（とてもたのしかった，たのしかった，あまりたのしくなかった，つまらなかった） 
   第３部：（とてもたのしかった，たのしかった，あまりたのしくなかった，つまらなかった） 











・  今日の音楽会についての感想をなんでも書いてください。（自由記述） 
・  また参加したいですか？ 
   （ぜひ参加したい，できれば参加したい，あまり参加したくない，参加したくない） 
 
表８：大人用（中学生以上）のアンケート調査項目 
・  性別，年代（10 代，20 代，30 代，40 代，50 代，60 代，70 代，80 代，90 代〜） 
   区分（中学生，高校生，大学生，一般，一般：幼児・小学生の保護者） 
・  演奏会全般について（大変良かった，良かった，もう少し，つまらなかった） 
・  各部門について 
第１部：（大変良かった，良かった，もう少し，つまらなかった） 
第２部：（大変良かった，良かった，もう少し，つまらなかった）  
   第３部：（大変良かった，良かった，もう少し，つまらなかった）  










・  演奏や企画の内容について，ご感想や今後のご希望など，何でもお聞かせください。 
（自由記述） 
・  その他，お気づきになったことなどございましたら，ご自由にお書きください。（自由記述） 
・  次回，このような企画があったらまた参加したいですか？ 



























































・  演奏や企画の内容について，ご感想や今後のご希望など，何でもお聞かせください。 
（自由記述） 
・  その他，お気づきになったことなどございましたら，ご自由にお書きください。（自由記述） 
・  次回，このような企画があったらまた参加したいですか？ 
   （ぜひ参加したい，できれば参加したい，あまり参加したくない，参加したくない） 
 
２ 小学生用アンケート調査の分析 
 小学生用アンケート調査の回収枚数は 77 名分で，その内訳は，１年生 26 名，
２年生８名，３年生 10 名，４年生 13 名，５年生５名，６年生５名，学年不明
（幼児含む）が 10 名であった。本活動の満足度については，４段階評価で，「と




対し，「よく歌う」と答えたのは 35 名（45％） ，「時々歌う」28 名（36％），
「あまり歌わない」12 名(16％)，「全く歌わない」が２名（３％）で，81％の児
童が家で歌うと答えている。一方，②の「お家の人と一緒に歌を歌いますか」
の質問については，「よく歌う」が 17 名（22％），「時々歌う」23 名（30％），











49 名，「少し思う」は 20 名，「あまり思わない」７名，全く思わない１名とな
っており，約 90％の児童が大切だと考えている。また，④の「第１部で聴いた
唱歌や日本の歌は大切だと思いますか？」についても，「そう思う」が 56 名，
「少し思う」15 名，「あまり思わない」2 名，「全く思わない」は 0，回答なし
が 4 名であった。約 92％の児童が唱歌や日本の歌を大切だと感じており，高学
年の方がポイントが高いこともわかった。さらに，⑤の「声を出すこと（歌う
こと）は，自分にとって大切だと思いますか？」については，「そう思う」が 53





































 大人用アンケート調査の回収枚数は 132 名分で，その内訳は，10 代２名，20
代２名，30 代 12 名，40 代 54 名，50 代 12 名，60 代 14 名，70 代 26 名，80 代
７名，90 代１名，年代不明２名であり，小学生の子育て世代の 40 代と，その
祖父母世代（70 代）の回答者（参加者）が多い。本活動の満足度については，






問に対し，「よくある」と答えたのは 43 名（33％） ，「時々ある」35 名（27％），
「あまりない」41 名(31％)，「全くない」が 10 名（８％），回答なし３名（2％）
であった。約 60％の回答者が日常生活に歌う活動を取り入れていることがわか




くある」が 22 名（17％），「時々ある」38 名（29％），「あまりない」が 45 名
（34％），「全くない」21 名（16％），回答なしが 6 名(５％)であった。①の回
答結果と比較しても，子どもや孫と一緒に歌う機会が少ないことが読み取れる。
子育て世代(30 代〜40 代 66 名)に焦点を当てると，一緒に歌うことについて「よ
くある」と答えたのは 15 名（23％），「時々ある」が 28 名（42％），「あまりな
い」20 名(30％)，「全くない」が２名（３％）となっており，３人に１人が子ど



















































































































































115 名，「少し思う」は 13 名，「あまり思わない」2 名，全く思わない０，回答





とって大切だと思 ますか？」については，「そう思う」が 112 名，「少し思う」
が 17 名，「あまり思わない」２名，「全く思わない」０，回答なし１名で，これ
についても約 98％の回答者が肯定的に捉えている。⑥の「これからも歌いたい


































































































10 代 ・  みんなでうたうって楽しいなぁと感じました。歌って不思議。（中学生） ・  第２部がとても見易くて楽しかった。ガストンに関しては，周りの小さい子から，
最後困惑の声が。おどりも考えたのだろうか，だとしたら本当に見ていて楽しいも
のですごいと思う。（高校生） 
















































































40 代 ・  プロの方の歌はなかなか聞く機会がなかったので，今回近くで見れてよかったです。大きな声で歌ってすがすがしい気持ちになりました。 












・  楽しく歌えたことが一番良かった 









・  久しぶりに歌えて楽しかったです。 
・  年と共に音楽の感じ方が変わってきたと改めて感じました。しんみり深く響きまし
た。最近はゆっくりと音楽を家族できくことがなかったので，よかったです。 























・  一緒に歌うっていいですね。子供たちって歌いたいんだなぁと嬉しくなりました。 
・  子供がよく知っている曲が多いので，楽しく鑑賞できました。 

































・  子供が自由に見ることができてよかった。 
・  みんなで歌うってとてもたのしいと改めて感じました。 
・  あまり機会のない企画でとても良かったです。 
・  子供と一緒に参加でき，たのしい時間を過ごすことができました。 
・  ミュージカルは素晴らしかったので，また見たいです。 
・  子供も喜んでいました。私もとても楽しかったです。ありがとうございました。 
・  とてもよかったです。学生さんのメドレーも楽しく見させてもらいました。ここま
で仕上げるのは大変だったと思います。 
50 代 ・  先生方の演奏はさすがだと思いました。ただみんながよく知っている唱歌なので，できるだけ楽譜から目を離して歌を届けてほしかったです。学生たちはのびのびと
していて良かったです。 





































































・  学生ミュージカル《美女と野獣》を楽しみにしてきました。 
・  日本の歌，唱歌が歌いつがれることを願っています。今後ともよろしくお願いしま
す。 






・  オペラ歌手による唱歌はとても美しい歌声で大変よかったです。 
70 代 ・  第１部美しいハーモニーがホールいっぱいに響いてとても素敵でした。第２部学生さんのはつらつとした声，動きが楽しかったです。第３部とても楽しかったです。
感動！！ 
・  いわゆる合唱もあれば良いと思います。 
・  学生ミュージカル，子供に訴えかけてほしい。動きが少しかたい。ソロの先生方，
言葉覚えてください（音程も）。 












・  学生ミュージカルが良かった。 
・  大勢の人と一緒に歌えることはとても幸せです。 
・  良い企画ですね。今後も是非続けてください。 
・  第１部オペラ歌手さすが！！第２部学生ミュージカル 若い人は微笑ましい。第３
部みんなで・・・良かった。 










90 代 ・  みんなで歌うのはとても良かった！  
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Implementing the “Sing Together” campaign that connects parents and children 
and their schools and communities (1)
Rinko HAYAKAWA*1
The purpose of this study was to consider the value and the challenges 
associated with implementation of the “Let's Sing Together” concert, which 
was a part of the larger “Sing Together” campaign intended to strengthen the 
bond among parents and children and their schools and local communities. 
This report specifically focused on discussing results of the participating 
audience surveys conducted after the concert, while briefly referring to the 
process of concert implementation and overview of the details. The results 
revealed that implementation of the concert and the campaign provided 
meaningful opportunities that highlighted the importance of singing together 
as a group and the role that singing Japanese songs plays in the transfer 
of the unique aspects of Japanese culture. The campaign was also valuable 
from the perspective of parenting support for families with young children. 
Keywords: sing together campaign, singing cultures at school, shoka, 
parenting support
*1 Graduate School of Education, Okayama University
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